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商
工
会
と
兵
庫
県
線

香
協
同
組
合
（
淡
路
市
）

は
、
日
本
の
香
り
を
気

軽
に
楽
し
め
る
よ
う
に

と
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
感

覚
の
携
帯
お
香
セ
ッ
ト

「
招
福
の
香
　
エ
ン
ジ

ェ
ル
・
バ
グ
」
を
開
発

し
、
四
月
か
ら
発
売
し
た
。

経
済
産
業
省
が
海
外
で
も
通
用
す
る
日
本
製
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
る
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
事
業
」

の
一
環
で
、
海
外
販
売
も
視
野
に
入
れ
、
県
な
ど
の
補
助

も
得
て
開
発
し
て
き
た
も
の
。

淡
路
市
内
の
一
五
社
が
そ
れ
ぞ
れ
手
が
け
た
ラ
ベ
ン
ダ

ー
や
サ
ク
ラ
な
ど
自
慢
の
香
り
の
お
香
は
、
手
の
ひ
ら
に
乗

る
大
き
さ
の
容
器
に
好
み
の
も
の
を
入
れ
て
携
帯
し
た
り
、

ス
ト
ラ
ッ
プ
で
バ
ッ
グ
や
携
帯
電
話
に
ぶ
ら
下
げ
た
り
も
で

き
る
。
ま
た
、
容
器
は
マ
グ
ネ
ッ
ト
付
き
な
の
で
、
金
属

板
な
ど
に
も
張
り
付
け
ら
れ
る
。

愛
ら
し
い
赤
・
青
の
容
器
は
二
個
一
組
、
巾
着
型
の
か

わ
い
い
小
袋
は
白
・
ピ
ン
ク
・
水
色
の
三
種
類
。
一
セ
ッ

ト
三
〇
〇
〇

円
で
、
淡
路

市
「
パ
ル
シ

ェ
香
り
の

館
」
で
販
売

中
。

兵
庫
県
　
一
宮
町
商
工
会

お
出
か
け
は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

ブ
ラ
ン
ド
の
香
り
で

外
国
人
観
光
客
の
集
客
を
図
る
白
馬
村
で
、

村
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
外
国
人
か
ら
意
見
を
聞

こ
う
と
、
三
月
十
三
日
、
商
工
会
と
白
馬
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会
が
村
内
の
外
国
人
と
の

初
の
座
談
会
「
外
国
人
が
見
た
白
馬
」
を
開
催

し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ

ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
来
た
九
人
は
、
村
内
で
不

動
産
業
を
営
ん
だ
り
宿
泊
施
設
を
経
営
す
る
な

ど
全
員
が
村
内
で
働
い
て
い
る
。

外
国
人
が
村
に
来
て
魅
力
に
思
う
こ
と
と
し

て
、
美
し
い
北
ア
ル
プ
ス
や
里
山
の
景
観
は
も
ち

ろ
ん
、
ス
キ
ー

場
の
雪
質
・
施

設
の
充
実
・
リ

フ
ト
券
の
安
さ

な
ど
を
あ
げ
る

と
と
も
に
、
外

国
メ
デ
ィ
ア
へ

の
情
報
発
信
や

夏
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
な

ど
、
各
種
提
案

が
出
さ
れ
た
。

長
野
県
　
白
馬
商
工
会

座
談
会
「
外
国
人
が
見
た
白
馬
」
を
開
催

地
域
を
訪

れ
る
観
光
客

に
隠
れ
た
桜

の
名
所
を
知

っ
て
も
ら
お

う
と
、
郡
山

地
区
商
工

会
広
域
協

議
会
き
ら
め

き
21
研
究
会

（
市
内
一
二

商
工
会
の
青
年
部
・
女
性
部
で
構
成
。
滝
田
賢

一
郎
リ
ー
ダ
ー
）
が
ポ
ス
タ
ー
「
ぐ
る
っ
と
歩
こ

う
郡
山
〜
桜
紀
行
」
を
作
成
し
た
。

開
花
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
、
今
年
度
事
業

と
し
て
大
二
〇
〇
枚
、
小
五
〇
〇
枚
を
印
刷
し
、

公
共
施
設
や
商
工
会
の
各
事
業
所
な
ど
に
配
布
。

郡
山
の
地
図
と
一
二
商
工
会
ご
と
に
桜
の
名
所

一
七
ヵ
所
を
掲
載
し
て
い
る
。

市
役
所
に
報
告
に
訪
れ
た
滝
田
リ
ー
ダ
ー
は

「
お
花
見
の
参
考
に
大
い
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
た
。

福
島
県
　
郡
山
地
区
商
工
会

地
図
入
り
ポ
ス
タ
ー
で
桜
の
名
所
を
紹
介

中
小
企
業
庁
の
「
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
採
択
を
受
け
、
県
連
が
取
り
組
む
生

産
現
場
と
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
「
産
業

観
光
」
の
提
案
が
本
格
的
に
動
き
始
め
た
。

す
で
に
二
〇
〇
六
年
に
は
、
東
京
都
新
宿
区
早

稲
田
商
店
街
と
提
携
し
て
「
山
形
の
厳
選
・
健
康

朝
ご
飯
セ
ッ
ト
」（
山
形
産
の
米
・
納
豆
・
卵
の
詰

め
合
わ
せ
）
を
販
売
。
〇
七
年
に
、
購
入
者
の
中

か
ら
抽
選
で
二
〇
名
を
招
待
し
て
生
産
現
場
を
訪
れ

る
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
二
月
に
は
、
県
内
・
村
山
地
域
へ
日
帰
り

観
光
す
る
機
会
の
多
い
仙
台
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
仙

台
市
内
の
商
店
主
ら
に
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
目
利
き

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
ツ
ア
ー
を
実
施
。
村
山
地
域

は
サ
ク
ラ
ン
ボ
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、

身
近
な
生
産
現
場
を
見
て
ほ
し
い
と
の
ね
ら
い
で
、

既
存
の
観
光
ル
ー
ト
に
は
の
っ
て
い
な
い
店
や
場
所

を
選
ん
だ
。

寒
河
江
町
・
住
吉
屋
食
品
、
朝
日
町
・
ワ
イ
ン

工
場
、
東
根
市
・
無
添
加
漬
物
の
寿
屋
寿
香
蔵
、

河
北
町
・
紅
花
資
料
館
な
ど
を
訪
れ
た
参
加
者
か

ら
は
、「
ワ
リ
バ
シ
を
使
わ
な
い
経
営
方
針
や
廃
棄

物
の
処
理
な
ど
、
環
境
や
安
全
へ
の
こ
だ
わ
り
に
感

銘
し
た
」「
加
工
現
場
を
知
る
こ
と
は
消
費
者
の
意

識
の
高
揚
に
も
つ
な
が
る
」
と
高
い
評
価
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。

県
連
で
は
、
参
加
者
の
声
を
も
と
に
、
村
山
地
域

以
外
の
新
た
な
観
光
コ
ー
ス
や
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
ま
と
め
て
い
く
予
定
だ
。

山
形
県
　
商
工
会
連
合
会

「
産
業
観
光
」
め
ざ
し
ツ
ア
ー
実
施
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粟
野
地
域
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
罠
な
ど
を
設
置

し
て
駆
除
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
商
工
会
は
「
食

害
」
を
地
域
の
特
産
物
に
生
か
す
方
法
は
な
い
か
と
、

か
ね
て
埼
玉
の
秩
父
な
ど
で
イ
ノ
シ
シ
料
理
の
視
察

な
ど
の
研
究
を
続
け
て
き
た
。

そ
の
成
果
を
生
か
し
、
三
月
七
日
、
地
域
の
飲
食

店
に
呼
び
か
け
、「
粟
野
地
区
の
い
の
し
し
料
理
の
開

発
研
究
会
」（
田
中
俊
一
会
長
）
を
設
立
。
八
日
に

は
、
会
員
と
な
っ
た
三
〇
の
飲
食
店
店
主
や
商
工
会

関
係
者
が
集
ま
り
、
一
回
目
の
研
究
会
と
し
て
イ
ノ

シ
シ
料
理
の
試
食
会
を
行
っ
た
。

調
理
を
担
当
し
た
の
は
、
会
場
と
な
っ
た
太
陽
亭

店
主
の
藍
田
定
男
さ
ん
。
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
と
地

域
内
で
飼
育
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
二
種
類
の
肉
を
使
用

し
、
地
元
食
材
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
鍋
、
ハ
ン
バ
ー

グ
、
メ
ン
チ
カ
ツ
、
角
煮
、
焼
肉
な
ど
約
一
〇
種
類

の
イ
ノ
シ
シ
料
理
が
供
さ
れ
た
。

田
中
会
長
は
「
今
後
も
研
究
を
続
け
、
秋
祭
り
に

は
新
メ
ニ
ュ
ー
を
披
露
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
肉

を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
に
、
イ
ノ
シ
シ
飼
育
農
家

の
育
成
に
も
協
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

栃
木
県
　
粟
野
商
工
会

〝
食
害
〞
イ
ノ
シ
シ
が
特
産
〝
食
材
〞
に
！

県
連
と
立
山
町
・
上
市
町
・
大
山
の
三
商
工
会

は
、
立
山
山
麓
に
位
置
す
る
当
地
域
の
観
光
振
興

と
特
産

品
の
販

路
拡
大

事
業
の

一
環
と

し
て
、

Ｈ
Ｐ
で

特
産
品

の
販
売

や
観
光

ス
ポ
ッ

ト
の
案
内
、
観
光
タ
ク
シ
ー
の
受
け
付
け
・
運
行

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

特
産
品
を
ネ
ッ
ト
で
二
〇
〇
〇
円
以
上
購
入
し

た
人
や
観
光
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
に
は
、
人
気
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
」
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
り
、
二
月
に
は
東
京
・
有

楽
町
の
「
い
き
い
き
富
山
館
」
で
も
特
産
品
購
入

者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
た
。

「
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
」
は
各
地
で
〝
ご
当
地
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
〞
が
作
ら
れ
て
い
る
。
当
地
で
は
、
立
山

信
仰
の
修
験
者
の
服
を
ま
と
い
、
頭
に
は
「
ま
い

ど
は
や
」（
富
山
弁
で
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
意
味
）

と
書
い
た
鉢
巻
き
を
締
め
て
い
る
。

富
山
県
　
商
工
会
連
合
会
・
立
山
町
・
上
市
町
・
大
山
商
工
会

修
験
者
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト

商
工
会
女
性
部
（
中
村
眞
智
子
部
長
）
は
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
提
供
し
よ
う
と

「
キ
ャ
ン
パ
ス

体
験
型
講
座
」
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
た
。
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
今
後
、
年
に
数

回
実
施
す
る
予
定
。

三
月
十
日
、
そ
の
一
回
目
と
し
て
、
地
元
の
お
茶

店
経
営
者
・
久
保
山
勇
さ
ん
が
「
心
と
体
が
ホ
ッ
と

す
る
お
い
し
い
お
茶
の
入
れ
方
」
と
題
し
、
急
須
や

湯
呑
み
を
持
参
し
て
集
ま
っ
た
町
内
の
商
店
主
や
主

婦
ら
二
五
人
に
〝
プ
ロ
の
ひ
と
工
夫
〞
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

お
い
し
い
お
茶
を
入
れ
る
た
め
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
水
・
温
度
・
お
湯
の
量
・
茶
葉
の
量
・
注
ぐ
ま
で

の
時
間
―
に
、
洋
品
店
を
経
営
す
る
浜
田
黎
子
さ
ん

は
「
来
店
さ
れ
た
お
客
さ
ん
に
も
お
い
し
い
お
茶
を
入

れ
て
あ
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

商
工
会
女
性
部
（
宇
室
久
美

子
部
長
）
は
、
旧
正
月
の
恒
例

と
し
て
、
一
三
年
前
か
ら
村
内

の
八
〇
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
に
お
せ
ち
料
理
を
届

け
て
い
る
。

今
年
も
前
日
か
ら
仕
込
み
を

始
め
、
当
日
一
五
時
に
完
成
し

た
お
せ
ち
は
、
今
年
の
対
象
者

一
一
六
人
に
温
か
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
届
け
ら
れ
た
。

宇
室
部
長
は
「
皆
さ
ん
の
協

力
の
お
か
げ
で
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
方
々
の

喜
ぶ
顔
が
励
み
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
た
。

佐
賀
県
　
基
山
町
商
工
会
女
性
部

体
験
講
座
で
や
す
ら
ぎ
づ
く
り

沖
縄
県
　
恩
納
村
商
工
会
女
性
部

旧
正
月
は
高
齢
者
に
お
せ
ち
を

お
届
け


